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小
笠
原
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ 

 
 

掲
載
用
写
真
の
募
集 

  

村
で
は
、
今
年
度
も
小
笠
原
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
制 

作
し
ま
す
。 

こ
の
冊
子
は
島
内
で
の
観
光
客
の
利
用
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
、
内
地
で
の
観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
に
も
活
用
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
方
々
に
「
小
笠
原

に
行
っ
て
み
た
い
！
」
と
思
わ
す
よ
う
な
、
魅
力
的

な
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
重
要
な
役
割
と
な
る

写
真
を
募
集
し
ま
す
。提
供
さ
れ
た
写
真
の
中
か
ら
、

何
点
か
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。（
掲
載
の
際
は
写
真

提
供
者
と
し
て
名
前
が
載
り
ま
す
。） 

あ
な
た
の
写
真
で
、
小
笠
原
の
魅
力
を
広
く
ア 
ピ
ー
ル
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 
【
募
集
す
る
写
真
】 
楽
し
そ
う
な
ツ
ア
ー
体
験
写
真
や
魅
力
的
な
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
美
味
し
そ
う
な
特
産
品
料
理
な
ど

「や
っ
て
み
た
い
」「
行
っ
て
み
た
い
」「
食
べ
て

み
た
い
」
と
思
わ
せ
る
写
真 

【
受
付
期
限
】
４
月
30
日
（金
） 

【
受 

付 

先
】
産
業
観
光
課
お
よ
び
母
島
支
所 

【
そ 

の 

他
】 
 

○
提
供
方
法
（ポ
ジ
、
ネ
ガ
、
プ
リ
ン
ト
、
フ
ラ
ッ

シ
ュ
メ
モ
リ
ー
等
）は
問
い
ま
せ
ん
。 
 

○
お
借
り
し
た
写
真
な
ど
は
、
５
月
31
日
（月
）

ま
で
に
返
却
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係 

 

２
―
３
１
１
４ 

 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

       

外
来
植
物
除
去
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集 

  

小
笠
原
諸
島
で
は
、
固
有
の
生
物
を
含
む
貴
重
な

生
態
系
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
「
外
来
種
」

が
入
り
こ
む
よ
う
に
な
り
、
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
が

変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

村
で
は
、
父
島
と
南
島
に
お
い
て
、
外
来
植
物
（主

に
ク
リ
ノ
イ
ガ
）の
除
去
を
行
な
い
、作
業
を
通
じ
て

小
笠
原
の
外
来
植
物
の
現
状
を
皆
様
に
知
っ
て
い
た

だ
く
機
会
と
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
作
業
は
、
ご
登

録
い
た
だ
い
た
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
行
わ
れ

て
い
ま
す
。 

村
で
は
、
引
き
続
き
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

を
行
い
ま
す
。
す
で
に
ご
登
録
い
た
だ
い
て
い
る
方

に
つ
い
て
は
、
登
録
の
継
続
に
つ
い
て
当
方
か
ら
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
申
し
込
み
い
た
だ
い
た

方
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
名
簿
に
登
録
し
、
作
業
実
施

の
際
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

【
申
込
期
間
】
４
月
１
日(

木)

～
30
日
（金
） 

【
申
込
資
格
】 

 

 
 

３
時
間
程
度
（途
中
休
憩
あ
り
）の
除
草
作
業
が

で
き
る
村
民
の
方 

 

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
環
境
衛
生
係 

 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 

生
活
排
水
処
理
基
本
計
画 

 

平
成
15
年
度
に
小
笠
原
村
生
活
排
水
処
理
基
本

計
画
が
策
定
さ
れ
、
平
成
16
年
度
か
ら
村
が
主
体
と

な
る
浄
化
槽
整
備
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 
生
活
排
水
処
理
基
本
計
画
に
つ
い
て
、
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》
４
月
22
日
（木
）
午
後
６
時 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

【
父
島
】 

《
日
時
》
４
月
25
日
（日
）
午
後
６
時 

《
場
所
》
扇
浦
交
流
セ
ン
タ
ー 

 

【
浄
化
槽
事
業
の
概
要
】 

○
新
た
に
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方 

 
 
 

村
が
合
併
処
理
浄
化
槽
を
各
戸
に
設
置
し
、

維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。
浄
化
槽
を
使
用
さ
れ

る
方
は
、
使
用
料
金
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま

す
。 

○
す
で
に
浄
化
槽
を
お
使
い
の
方 

 
 
 

浄
化
槽
の
所
有
お
よ
び
管
理
を
村
へ
移
管
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
移
管
後
は
使
用
料
金
を

徴
収
し
、
村
が
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。 

 
 
 

単
独
処
理
浄
化
槽
に
つ
い
て
は
、
順
次
合
併

処
理
浄
化
槽
に
取
り
替
え
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課
上
下
水
道
係 

 

２
―
３
１
１
６ 

母
島
支
所
施
設
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

母
島
保
育
園
の
新
制
度 

  

４
月
１
日
か
ら
、
母
島
保
育
園
の
新
し
い
制
度
が

始
ま
り
ま
す
。 

 

【
延
長
保
育
の
開
始
（契
約
児
の
み
）】 

延
長
保
育
時
間 

午
前
８
時
～
午
後
５
時 

 

【
満
３
才
児
随
時
入
園
の
開
始
（契
約
児
の
み
）】 

 
 

満
３
歳
に
な
っ
た
翌
月
の
指
定
す
る
日
か
ら
、 

入
園
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

【
保
育
料
の
改
定
】 

《
新
保
育
料
（月
額
）》 

 
 
 

通
常
保
育
利
用
者 

６
千
円 

 
 
 

延
長
保
育
利
用
者 

８
千
円 

 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
母
島
支
所
庶
務
係
ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 
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小笠原村の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率

3/26現在 

父島 

100/100 

母島  

100/100 

２月気象状況（父島）

最高気温   23.6℃ 

最低気温   12.3℃ 

平均気温   18.2℃ 

平均湿度   64％ 

月降水量   45.5mm

住民基本台帳登録者数（３/１） 

            2,388人 

             父島      母島   

   人口     1,937人   451人 

  世帯数    1,050     240 

短期滞在者       33人      24人 

ＮＯ．４８２ 

平成16年(2004) 

４/１(木) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり
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小
笠
原
村
職
員
の
募
集 

 

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
】 

保
健
師 

 

若
干
名 

【
採
用
予
定
日
】
平
成
16
年
５
月
以
降 

【
勤
務
場
所
】
本
庁
ま
た
は
事
業
所 

【
待 

 

遇
】
村
給
与
条
例
等
に
よ
る 

【
応
募
資
格
】 

昭
和
34
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
58
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
保
健
師
免
許
を
取
得

し
て
い
る
方 

【
募
集
期
間
】
随
時 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

旅
フ
ェ
ア
２
０
０
４ 

 

ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
る
「
旅
フ
ェ
ア
２
０

０
４
」
に
、
小
笠
原
村
も
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
毎
年
開
催
さ
れ
約
20
万
人
の

来
場
者
が
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。 

今
回
は
、
国
土
交
通
省
海
事
局
造
船
課
、
小
笠
原

海
運
、
三
井
造
船
株
式
会
社
、
株
式
会
社
テ
ク
ノ 
 

シ
ー
ウ
ェ
イ
ズ
お
よ
び
小
笠
原
村
合
同
で
企
画
し
た
、

Ｔ
Ｓ
Ｌ
就
航
へ
向
け
て
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
小
笠
原
の
観

光
宣
伝
を
行
い
ま
す
。 

 

【
日 

時
】
４
月
16
日
（金
）～
４
月
18
日
（日
） 

【
場 

所
】
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム 

【
テ
ー
マ
】「
世
界
に
誇
る
、
日
本
の
旅
へ
」 

【
費 

用
】
無
料 

【
主 

催
】
旅
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係 

２
―
３
１
１
４ 

旅
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会 

０
３
―
３
２
７
６
―
２
３
１
８  

苗
木
の
配
布 

 

４
月
29
日
み
ど
り
の
日
に
、
村
役
場
で
苗
木
を
配

布
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ご
自
宅
の
庭
や
窓
辺
に
苗

木
を
置
か
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

苗
木
の
本
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
村
民

の
方
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
苗
木
は

島
外
に
持
ち
出
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
４
月
29
日
（木
）
午
後
３
時 

 

※
午
後
２
時
か
ら
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。 

《
場
所
》
村
役
場
南
口
前
（海
側
） 

【
母
島
】 

《
日
時
》
４
月
29
日
（木
）
午
前
10
時 

※
午
前
９
時
か
ら
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。 

 
《
場
所
》
母
島
支
所
入
口 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
環
境
衛
生
係 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

母
島
支
所
庶
務
係 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射 

 

飼
い
犬
の
一
斉
登
録
・
予
防
注
射
を
次
の
日
程
で

行
な
い
ま
す
。 

生
後
３
か
月
以
上
の
飼
い
犬
に
つ
い
て
は
、
村
へ

の
登
録
と
、
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
忘
れ
ず
に
受
け
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
26
日
（月
）
午
前
９
時
～
正
午 

 

《
場
所
》
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

 

【
母
島
】 

 

《
日
程
》
４
月
27
日
（火
）
午
前
10
時
～
正
午 

 

《
場
所
》
母
島
支
所 

 

【
予
備
日
】
海
況
等
に
よ
り
実
施
で
き
な
い
場
合 

 

《
父
島
》
５
月
16
日
（日
） 

 

《
母
島
》
５
月
17
日
（月
） 

【
費
用
】 

 
 

予
防
注
射
の
み 

 

３
５
５
０
円 

 
 

予
防
注
射
と
登
録 

６
５
５
０
円 

 

※
釣
銭
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
環
境
衛
生
係 

 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
９
５
２ 
 

４
月
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
月 
  

使
用
済
み
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫･

冷
凍
庫

洗
濯
機
は
、
偶
数
月
に
共
勝
丸
で
島
外
搬
出
を
行
っ

て
い
ま
す
。
日
程
は
決
ま
り
し
だ
い
村
掲
示
板
と
防

災
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
冷
凍
庫
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
】 

○
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
お
よ
び
運
搬
料
金
は
冷
蔵
庫

と
同
額
に
な
る
予
定
で
す
。 

 

○
粗
大
ご
み
の
回
収
お
よ
び
父
島
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
、
母
島
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込
み

は
終
了
し
ま
し
た
。 

【
メ
ー
カ
ー
名
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
】 

 
 

郵
便
局
へ
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
振
り
込
む
際
、

製
造
メ
ー
カ
ー
番
号
を
誤
っ
て
記
入
す
る
と
、
搬

出
当
日
に
引
き
取
り
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
必

ず
メ
ー
カ
ー
名
を
ご
確
認
の
上
、
振
り
込
み
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

記
入
方
法
な
ど
不
安
な
方
は
メ
ー
カ
ー
名
を
控

え
て
か
ら
役
場
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

特
に
冷
凍
庫
は
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
の
判
断

が
難
し
い
た
め
、
必
ず
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

 

村
民
課
環
境
衛
生
係  

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

母
島
支
所
庶
務
係 

  
 
 

 

３
―
２
１
１
１ 
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平成１６年度小笠原村予算のあらまし 
 

 平成１６年度小笠原村予算は、平成１６年第１回小笠原村議会定例会において、予算特別委員会の審議を経て３月２２日に可決

されました。 本年度予算につきましては、平成１６年度を初年度とする第３次総合計画および延長される小笠原諸島振興開発特別

措置法に基づき 

①「快適に暮らせる村」として、航空路の早期開設（航空路開設基礎調査）、交通環境の整備（村道改良）、情報通信体制の整備（情

報基盤整備） 

②「活力ある産業で自立発展する村」として、観光受入体制とＰＲ活動の強化（雨天時対策施設整備基本計画、集客宣伝事業） 

③「すべての人が安心して暮らせる村」として、保健・医療・介護の充実、福祉の充実（保健・福祉・医療複合施設整備実施計画） 

④「豊かな心でゆとりをもって暮らせる村」として、学校教育の充実（母島小中学校整備） などを行い、今後のむらづくりへの

指針を基本として、予算編成を行いました。 

また２か年で整備を進めてきた扇浦造成地の分譲を開始します。 

特別会計については、２会計を新設、１会計を廃止としました。 

新設した会計は、浄化槽事業会計および下水道事業会計です。 

現在の汚水処理区域外の生活排水を処理する浄化槽を村で設置・ 

管理する個別浄化槽として整備するため、浄化槽事業会計を新設 

しました。 また一般会計に組み込まれていた下水道事業を特別会 

計にすることで一層の効率化と健全化を図ることとしました。 

廃止した会計は、農業共済事業会計です。本会計は東京都内の 

農業共済組合を新組合の東京都農業共済組合に集約移管して実施 

するため、村の共済事務も新組合へ移管し終了となりました。 
  
一般会計予算は、総額３７億３，７２４万２，０００円で前年度当初予算 

と比較すると、７３７万５，０００円、０．２％の減少となっています。 

○一般会計歳入予算額 
 金額（千円） 構成比（％） 
村税 378,377  10.1  
地方譲与税及交付金  63,202  1.7  
国有提供施設等所在市町村助成交付金 150,864  4.0  
地方特例交付金 21,702  0.6  
地方交付税 880,356  23.6  
分担金及負担金 29,334  0.8  
使用料及手数料 162,200  4.3  
国庫支出金 749,871  20.1  
都支出金 465,490  12.5  
財産収入 23,847  0.6  
繰入金 213,211  5.7  
村債 561,200  15.0  
その他 37,588  1.0  

計 3,737,242  100.0  
 ○一般会計歳出予算目的別額 
 金額（千円） 構成比（％） 
議会費 61,754  1.6  
総務費 891,755  23.9  
民生費 322,330  8.6  
衛生費 649,492  17.4  
農林水産業費 44,914  1.2  
商工費 111,177  3.0  
土木費 114,313  3.1  
消防費 20,041  0.5  
教育費 1,010,736  27.0  
公債費 351,762  9.4  
その他 158,968  4.3  

計 3,737,242  100.0  
 ○一般会計歳出予算性質別額 
 金額（千円） 構成比（％） 
人件費 670,043  17.9  
物件費 952,658  25.5  
補助費 224,255  6.0  
普通建設事業費 1,084,129  29.0  
公債費 351,762  9.4  
扶助費 36,811  1.0  
繰出金 243,136  6.5  
その他 174,448  4.7  

計 3,737,242 100.0  
 ○会計別予算計上額 
 金額（千円） 構成比（％） 
一般会計 3,737,242  76.6  
国民健康保険特別会計 222,086  4.5  
簡易水道事業特別会計 194,610  4.0  
老人保健特別会計 109,521  2.2  
宅地造成事業特別会計  218,433  4.5  
介護保険（保険事業勘定）特別会計 67,644  1.4  
介護保険（ｻｰﾋﾞｽ事業勘定）特別会計 84,415  1.7  
下水道事業特別会計 223,635  4.6  
浄化槽事業特別会計 22,248  0.5  

計 4,879,834  100.0 

平成16年度　歳出予算

衛生費 17.4%

総務費  23.9%

民生費 8.6%

土木費 3.1%

農林水産業費 1.2%

教育費 27.0%

公債費 9.4%

議会費 1.6%

その他 4.3%

消防費 0.5%

商工費 3.0%

 

平成16年度　歳入予算

地方交付税 23.6%

村税 10.1%

地方譲与税等 1.7%

地方特例交付金 0.6%

分担金及負担金 0.8%
使用料及手数料 4.3%

国庫支出金 20.1%

都支出金 12.5%

財産収入 0.6%

繰入金 5.7%

村債 15.0%

その他 1.0%

国有提供施設等所在

市町村助成交付金 4.0%
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地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
の
募
集 

  

（財
）東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、
島
し
ょ
地

域
の
地
域
振
興
に
係
る
事
業
を
行
う
団
体･

グ
ル
ー

プ
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
事
業
費
の
一

部
を
補
助
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。 

 

補
助
の
条
件
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
対
象
団
体
】 

   

概
ね
５
名
以
上
で
構
成
さ
れ
、
振
興
公
社
が
補

助
す
る
事
業
に
相
応
し
い
計
画
な
ど
を
持
つ
グ

ル
ー
プ
、
団
体 

【
対
象
事
業
】 

①
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

②
地
域
振
興
に
係
る
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業 

③
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育

成
に
関
す
る
事
業 

【
補
助
金
額
】 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
、
１
０
０

万
円
（特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て

は
２
０
０
万
円
）を
上
限
と
す
る
。
た
だ
し
、
②

観
光
振
興
事
業
お
よ
び
③
人
材
育
成
事
業
で
、
視

察
に
関
す
る
も
の
は
、
60
万
円
を
限
度
と
す
る
。 

【
事
業
期
間
】 

   

平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で
（
特
に
必
要
と
認

め
ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て
は
最
長
２
年
間
） 

【
提
出
書
類
】 

計
画
書
（指
定
様
式
）、
収
支
計
画
書
、 

会
の
規
約
、
会
員
名
簿 

※
補
助
交
付
要
綱
は
企
画
課
で
配
布 

【
提
出
期
限
】
４
月
26
日
（月
） 

【
提 

出 

先
】
父
島 

企
画
課 

母
島 

母
島
支
所 

【
注
意
事
項
】 

 
 

振
興
公
社
で
は
、
提
出
さ
れ
た
計
画
書
を
も
と

に
補
助
事
業
の
対
象
と
す
る
か
ど
う
か
審
査･

決

定
し
ま
す
の
で
、
計
画
書
に
は
事
業
の
内
容
、
目

的
お
よ
び
効
果
を
詳
し
く
明
示
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

企
画
課
企
画
係 

 

２
―
３
１
２
０ 

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧 

お
よ
び
価
格
等
縦
覧
帳
の
縦
覧 

  

固
定
資
産
税
は
、
総
務
大
臣
の
定
め
る
固
定
資
産

評
価
基
準
に
よ
り
、
村
長
が
固
定
資
産
の
価
格
を
決

定
し
、
こ
の
価
格
に
も
と
づ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。 

土
地
お
よ
び
家
屋
の
所
有
者
等
は
、
こ
の
価
格
を

知
る
た
め
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
（名
寄
帳
）の
閲
覧

が
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
村
内
の
他
の

土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
と
比
較
す
る
た
め
、
価
格

等
縦
覧
帳
を
縦
覧
で
き
ま
す
。 

※
閲
覧
お
よ
び
縦
覧
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、 

詳
し
く
は
財
政
課
税
務
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 
【
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
】 
《
期
間
》
４
月
１
日
～
翌
年
３
月
31
日 

《
時
間
》
午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分 

（
正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く
） 

【
価
格
等
縦
覧
帳
の
縦
覧
】 

《
期
間
》
４
月
１
日
～
30
日 

《
時
間
》
午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分 

（
正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く
） 

【
閲
覧
お
よ
び
縦
覧
場
所
】 

財
政
課
税
務
係
、
母
島
支
所
庶
務
係 

 

（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
休
日
を
除
く
） 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

固
定
資
産
税
の
納
期 

 

平
成
16
年
度
固
定
資
産
税
の
第
１
期
納
期
限
は
、

４
月
30
日
で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。 ま
た
、
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
し
込
ま
れ
て

い
る
方
は
、
残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

母
島
静
沢
地
区
の
遊
歩
道
の
名
称
募
集 

  

母
島
の
静
沢
地
区
で
整
備
を
進
め
て
い
た
戦
跡
周

辺
の
遊
歩
道
が
３
月
末
で
完
成
し
ま
し
た
。 

 
 

多
く
の
方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

親
し
み
や
す
い
名
称
を
募
集
し
ま
す
。 

 
 

皆
様
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
応
募
期
限
】
４
月
30
日
（金
） 

【
応
募
方
法
】
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

応
募
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

【
応
募
箱
設
置
場
所
】
村
役
場
、
母
島
支
所
お
よ
び

父
島
・
母
島
の
観
光
協
会 

               

●
問
合
せ
先 

 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係 

 

２
―
３
１
１
４ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 
村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
２
月
10
日
～
25
日 
○
振
興
開
発
特
別
措
置
法
延
長
関
係 

○
Ｔ
Ｓ
Ｌ
打
合
せ 

○
東
京
都
町
村
会
会
議
出
席 

【
出
張
期
間
】
３
月
24
日
～
４
月
３
日 

○
振
興
開
発
特
別
措
置
法
延
長
関
係 

○
Ｔ
Ｓ
Ｌ
意
見
交
換 

○
国
・
都
要
望
関
係 

 

な
ど 

                                       

 

３ ５ 号 棟 都 営 住 宅 

沖 港 

遊歩道入口
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小
笠
原
村
奨
学
資
金
の
ご
案
内 

 
小
笠
原
村
で
は
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校
ま
た
は

専
修
学
校
に
在
学
し
、
心
身
健
全
に
し
て
、
か
つ
経

済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な
方
を
対
象
に
、
学
資

金
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
資
格
、
条
件
な

ど
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

小
笠
原
村
農
業
委
員
会
委
員
選
挙 

  

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
日
程
が
次
の
と
お
り
決

ま
り
ま
し
た
。 

【
選
挙
執
行
日
程
】 

 

《
選
挙
期
日
告
示
日
・
立
候
補
届
出
受
付
》 

４
月
20
日
（火
） 

 
 

（
届
出
受
付 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
） 

 

《
母
島
繰
上
投
票
日
》
４
月
24
日
（土
） 

 

《
父

島

投

票

日
》
４
月
25
日
（日
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
選
挙
管
理
委
員
会 

２
―
３
１
１
１ 

 

村
民
意
見
・
提
案
・
相
談
受
付
窓
口 

 

今
月
の
村
民
意
見
・
提
案
・
相
談
受
付
窓
口
は
、

４
月
28
日
（水
）に
開
設
し
ま
す
。 

相
談
日
以
外
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

【
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分 

（
正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く
） 

【
場
所
】 

《
父
島
》
村
民
課
住
民
係 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

小
笠
原
村
消
防
団
分
団
長
就
任
・ 

新
入
団
員
・
退
団
者
の
紹
介 

 

小
笠
原
村
消
防
団
に
お
い
て
、
昨
年
度
中
の
団
員

の
交
代
に
つ
い
て
村
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。 

 

小
笠
原
村
消
防
団
母
島
分
団
長
に
佐
藤
直
樹
氏
が

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
入
団
員
は
５
名
入

団
し
ま
し
た
。 

今
後
、
消
防
団
の
充
実
し
た
活
動
を
め
ざ
し
て
よ

り
一
層
精
進
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
現
団

員
と
も
ど
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

退
団
さ
れ
た
団
員
の
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
長

年
の
間
、
小
笠
原
村
の
消
防
防
災
活
動
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
今
後
も
Ｏ
Ｂ
と

し
て
消
防
団
に
指
導
・
助
言
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
就
任
】
平
成
16
年
４
月
１
日
付 

 
 

佐
藤 
直
樹 
 

分
団
長
（
母
島
） 

 
 

稲
垣 

政
孝 
 

班 

長
（
母
島
） 

 
 

築
舘 

宏
文 
 

班 

長
（
母
島
） 

【
入
団
】 

 
 

伊
豆 

正
志 

 

団 
員
（
母
島
） 

大
久
保
勝
司 

 

団 

員
（
父
島
） 

 
 

小
野
寺 

崇 
 

団 

員
（
父
島
） 

 
 

柏
木 

 

徹 
 

団 

員
（
父
島
） 

金
子 

 

隆 
 

団 

員
（
父
島
） 

【
退
団
】 

    

山
崎 

 

止 
 

分
団
長
（
母
島
） 

 
 

中
嶋 

義
紀 

 

団 

員
（
父
島
） 

 
 

村
山 

あ
や    

団 

員
（
父
島
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
消
防
団 

２
―
３
１
１
１ 

      

     

小
笠
原
海
上
保
安
署
電
話
番
号
変
更 

 

小
笠
原
海
上
保
安
署
の
電
話
番
号
を
海
の
緊
急

通
報
用
電
話
番
号
「
１
１
８
」
に
合
わ
せ
、
３
月
31

日
か
ら
変
更
し
ま
し
た
。 

旧
電
話
番
号
は
、
約
６
か
月
間
新
電
話
番
号
の
案

内
が
流
れ
ま
す
が
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
受
信
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

◎
新
電
話
番
号 

２
―
７
１
１
８
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
用
） 

旧
電
話
番
号 

２
―
２
８
７
０ 

       

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
上
保
安
署
２
―
７
１
１
８ 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
４
月
の
「
母

島
巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 
【
日
時
】
４
月
19
日
（月
）
午
後
５
時
～
６
時 
【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

小
笠
原
か
ら
植
物
等
を 

持
ち
出
さ
れ
る
皆
様
へ 

 

小
笠
原
諸
島
に
は
、
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
や
、
さ
つ
ま
い
も
な
ど
の

害
虫
で
あ
る
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
・イ
モ
ゾ
ウ
ム

シ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
害
虫
が
発
生
し

て
い
な
い
地
域
へ
広
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
さ

つ
ま
い
も
な
ど
の
一
部
の
植
物
は
、
植
物
防
疫
法
に

よ
り
、
持
ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
小
笠
原
諸
島
か
ら
内
地
へ
持
ち
出
さ
れ
る

観
葉
植
物
な
ど
の
鉢
植
え
植
物
に
つ
い
て
は
、
植
物

防
疫
官
（母
島
は
植
物
防
疫
補
助
員
）に
よ
り
、
ア
フ

リ
カ
マ
イ
マ
イ
が
付
着
し
て
い
な
い
こ
と
の
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
鉢
植
え
植
物
を
内
地
へ

持
ち
出
す
際
は
、
必
ず
植
物
防
疫
官
の
確
認
を
受
け

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

【
小
笠
原
諸
島
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
】 

      

【
鉢
植
え
植
物
の
確
認
実
施
場
所
】 

           

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
業
務
課 

２
―
２
１
４
５ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.pps.go.jp/ 

ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ 

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ 

イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ 

害 
 

虫 

あ
さ
が
お
・
さ
つ
ま
い
も
・ 

ぐ
ん
ば
い
ひ
る
が
お
等
の
生
茎 

お
よ
び
生
塊
根
等
の
地
下
部 

植 
 
 

物 

東
京
島
し
ょ 

農
協
小
笠
原 

母
島
支
店 

二
見
港 

船
客
待
合
所 

小
笠
原 

総
合
事
務
所 

場 

所 

手 

荷 

物 

携
帯
品
等 

ゆ
う
パ
ッ
ク 

宅 

配 

便 

対 

象 

物 

母
島
で
は
植
物
防
疫
補
助
員
が 

 

植
物
の
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

定
期
船
出
港
日 

  

出
港
１
時
間
前
～ 

平
日
（
午
前
８
時 

 
     

～
午
後
５
時
） 

時 

間 
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東
京
都
小
笠
原
住
宅
（父
島
・
母
島
） 

 
 
 
 
 

あ
き
家
入
居
者
募
集 

 

【
募
集
対
象
】 

平
成
16
年
６
月
１
日
か
ら
平
成
17
年
５
月

31
日
ま
で
に
発
生
す
る
あ
き
家
住
宅 

【
申
込
資
格
】 

 

①  

昭
和
19
年
３
月
31
日
に
小
笠
原
諸
島
に
住

所
を
有
し
、
か
つ
昭
和
43
年
６
月
25
日
に
小

笠
原
諸
島
以
外
の
日
本
国
内
に
住
民
登
録
し
て

い
た
方 

 

②  

①
の
配
偶
者
お
よ
び
直
系
血
族
の
方
で
、
小

笠
原
村
に
永
住
を
希
望
す
る
方 

 

③ 

申
込
日
現
在
、
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て

い
る
方
（
条
件
に
よ
っ
て
は
、
小
笠
原
住
宅
に

お
住
ま
い
の
方
も
申
し
込
み
が
可
能
で
す
。） 

【
申
込
期
間
】
４
月
16
日
（金
）～
４
月
28
日
（水
） 

※
郵
送
の
場
合
は
４
月
26
日
の
消
印
ま
で
有
効 

【
申
込
書
の
配
布
】 

 
 

４
月
16
日
か
ら
４
月
28
日
の
間
、
申
込
書
お

よ
び
「募
集
の
ご
案
内
」を
次
の
場
所
で
配
布
し
ま

す
。（
※
に
つ
い
て
は
４
月
23
日
ま
で
。） 

 

○
小
笠
原
支
庁
土
木
課 

 

○
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

○
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
（※
） 

○
東
京
都
総
務
局
行
政
部
振
興
企
画
課
（※
） 

【
注
意
事
項
】 

 

○
一
般
世
帯
向
住
宅
第
３
順
位
の
抽
選
に
４
回
連 

 

 
 

続
し
て
家
族
世
帯
で
参
加
さ
れ
る
方
は
、
第
３

順
位
の
中
で
３
戸
分
の
優
先
枠
が
確
保
さ
れ
ま

す
。
申
込
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

 

○
詳
細
に
つ
い
て
は
「募
集
の
ご
案
内
」を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

父
島
分 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
住
宅
係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
２
３ 

母
島
分 

小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所
事
務
係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
２
１ 

小
笠
原
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
小
笠
原
交
通
安
全
協
会 30
周
年
記
念
式
典 

 

４
月
24
日
（土
）
午
後
２
時
よ
り
、
小
笠
原
交
通

安
全
協
会
30
周
年
記
念
パ
レ
ー
ド
と
記
念
式
典
を

開
催
し
ま
す
。 

パ
レ
ー
ド
に
は
、
白
バ
イ
、
オ
ー
プ
ン
カ
ー
を
は

じ
め
と
す
る
車
両
行
進
、
先
日
発
足
し
た
、
小
笠
原

交
通
少
年
団
員
の
行
進
や
、
警
視
庁
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ピ
ー
ポ
君
も
参
加
し
ま
す
。 

な
お
、
パ
レ
ー
ド
中
は
、
湾
岸
通
り
で
一
時
的
な

交
通
規
制
が
行
な
わ
れ
ま
す
。 
【
場
所
】 
《
パ
レ
ー
ド
》
都
道
湾
岸
通
り 

（二
見
港
～
気
象
庁
前
） 
《
記
念
式
典
》
大
神
山
公
園 

                    

◎
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

  

４
月
６
日
（火
）か
ら
15
日
（木
）ま
で
の
10
日
間 

「
お
も
い
や
り 

人
に
車
に 

こ
の
街
に
」
を
メ
イ
ン

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
行
な
わ

れ
ま
す
。 

 

【
運
動
重
点
項
目
】 

①
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止 

②
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止 

③
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進 

④
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底 

で
す
。 

 

ま
た
、
今
年
も
小
笠
原
海
上
保
安
署
と
の
合
同
の

海
上
安
全
対
策
を
と
り
ま
す
。 

 【
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
】
海
難
ゼ
ロ
へ
の
願
い 

 

【
運
動
重
点
項
目
】 

①
自
己
救
命
策
の
確
保 

②
携
帯
電
話
に
よ
る
通
信
手
段
の
確
保 

③
海
の
緊
急
通
報
電
話
「
１
１
８
番
」
の
活
用 

 

小
笠
原
警
察
署
官
内
で
は
、
昨
年
同
時
期
に
比
べ

て
も
交
通
事
故
が
減
少
し
な
い
た
め
、
現
在
、
各
種

の
交
通
違
反
取
締
り
を
推
進
中
で
す
。 

新
学
期
を
迎
え
る
小
・
中
学
校
の
通
学
路
に
対
す

る
安
全
対
策
や
、
夜
間
に
お
け
る
飲
酒
取
締
り
を
強

力
に
推
進
し
、
海
上
保
安
署
員
と
の
編
成
に
よ
る
合

同
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、
各
種
の
安
全
講
習
会
を
行
な
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

事
故
の
な
い
小
笠
原
に
す
る
た
め
、
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 
 
 
 
 
 

小
笠
原
交
通
安
全
協
会 ２
―
２
１
１
０ 

 
 
 
 
 
 

小
笠
原
海
上
保
安
署
２
―
７
１
１
８ 

    

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

  

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。（
予
約
が
必
要
で
す
。） 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（
１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
15
日
（月
）
午
後
７
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
16
日
（火
）
午
後
３
時
～
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

月
～
金
曜
日 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
８
１
―
１
５
１
１ 

 

宅
急
便
コ
レ
ク
ト
サ
ー
ビ
ス
開
始 

 

ヤ
マ
ト
運
輸
で
は
、
３
月
１
日
よ
り
小
笠
原
村
に

お
け
る
宅
急
便
コ
レ
ク
ト
サ
ー
ビ
ス
（代
金
引
換
）の

取
り
扱
い
を
開
始
し
ま
し
た
。 

コ
レ
ク
ト
サ
ー
ビ
ス
は
、
商
品
を
お
届
け
し
た
際

に
、
代
金
（商
品
代
と
宅
急
便
料
金
）と
引
き
換
え
に

商
品
を
お
渡
し
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

ヤ
マ
ト
運
輸
（株
）小
笠
原
諸
島
エ
リ
ア
担
当 

０
３
―
３
７
９
９
―
１
０
７
０ 
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高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

登
録 

介
助
員
・
看
護
師
募
集 

 

【
登
録
介
助
員
（パ
ー
ト
）募
集
】 

 

《
勤
務
内
容
》 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の
介
護
業
務 

《
勤
務
日
》 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
時
や
職
員
休
暇
、
出

張
時
の
勤
務
等
（
週
１
日
～
３
日
程
度
） 

《
勤
務
時
間
》 

月
曜
日
～
金
曜
日 

午
前
９
時
～
午
後
５
時

の
う
ち
３
時
間
～
６
時
間
（
勤
務
日
、
勤
務
時

間
に
つ
い
て
は
相
談
） 

《
応
募
資
格
》 

ヘ
ル
パ
ー
資
格
を
有
す
る
こ
と 

 

【
登
録
看
護
師
（パ
ー
ト
）募
集
】 

 

《
勤
務
内
容
》 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
の
看 

護
、
介
護
業
務
（健
康
管
理
、
機
能
訓
練
、
入
浴
、

送
迎
、
他
業
務
） 

《
勤
務
日
》 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
時
や
職
員
休
暇
、
出

張
時
の
勤
務 

《
勤
務
時
間
》 

月
曜
日
～
金
曜
日 

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

（
う
ち
１
時
間
休
憩
） 

《
応
募
資
格
》 

看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
の
資
格
を
有
す
る

こ
と 

 

【
募
集
期
間
】
４
月
１
日
（木
）か
ら
随
時
受
付 

【
そ
の
他
】 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス 

セ
ン
タ
ー
（
明
老
会
）
２
―
３
９
１
１ 

  

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室
よ
り 

 

２
０
０
４
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」 

漕
ぎ
だ
せ
！ 

本
の
海
へ
！ 

 

「
子
ど
も
読
書
の
日
」
か
ら
「
こ
ど
も
の
日
」
を

中
心
に
３
週
間
（
４
／
23
～
５
／
12
）
２
０
０
４

年
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

子
供
た
ち
に
、
読
書
の
楽
し
み
や
喜
び
を
知
ら
せ
、

正
し
い
読
書
の
習
慣
を
つ
け
さ
せ
る
好
機
で
す
。 

 

昨
年
の
父
島
図
書
室
の
児
童
書
貸
し
出
し
数
は
２

７
１
３
冊
で
し
た
。一
番
人
気
が
あ
っ
た
の
は
「ダ
レ

ン
シ
ャ
ン
」シ
リ
ー
ズ
１
～
９
巻
で
、大
人
も
子
供
も

予
約
を
し
て
借
り
て
い
ま
し
た
。 

10
代
の
青
少
年
向
き
の
本
は
２
階
図
書
室
に
あ

り
、
大
人
に
も
読
め
る
絵
本
も
あ
り
ま
す
。 

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
小
学
校
中
学
年
位
の
児
童
向
け
に

は
、１
階
の
児
童
図
書
室
に
約
５
千
冊
の
本
が
あ
り
、

午
後
５
時
（保
護
者
同
伴
の
場
合
は
午
後
９
時
）ま
で

利
用
で
き
ま
す
。 

 

◎
小
笠
原
で
も
「ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」が
始
ま
り
ま
す 

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」と
は
？ 

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護

者
が
、
絵
本
を
通
し
て
言
葉
と
心
を
交
わ
す
、
か
け

が
え
の
な
い
ひ
と
と
き
を
応
援
す
る
運
動
で
す
。
今

年
１
月
現
在
、
５
７
６
の
自
治
体
で
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
目
的
と
理
念
を
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え

す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
、
５
月
末
ご
ろ
に
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。 

 

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
る
「お
話
し
の
会
」が

あ
り
ま
す 

 

月
に
１
，
２
回
、
絵
本
、
お
話
、
紙
芝
居
な
ど
を

し
て
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
大
人
の
方
ま
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
読

ん
で
く
だ
さ
る
方
も
大
募
集
。
大
切
な
１
冊
、
大
好

き
な
お
話
な
ど
、
ぜ
ひ
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】 

館
内
や
子
供
図
書
室
の
ポ
ス
タ
ー
に
て
掲
示 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
子
供
図
書
室 

 

●
問
合
せ
先 

加
藤 

啓
子 

 
 

２
―
３
７
９
８ 

テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
加
入
の
お
願
い 

 
 

皆
様
が
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
地
上
波
放
送
は
、
民

間
の
通
信
衛
星
を
介
し
て
、
本
土
電
波
を
送
信
し
、

小
笠
原
村
で
受
信
す
る
と
い
っ
た
、
今
ま
で
に
な
い

シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、
本
土
の
テ
レ
ビ
放
送
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

し
か
し
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
は
、
通
信
衛
星
の
使
用

料
、
施
設
の
維
持
管
理
費
な
ど
、
合
計
で
約
３
億
５

千
万
円
の
費
用
が
か
か
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
東
京

都
・
放
送
事
業
者
・
小
笠
原
村(

村
民
を
含
む)

で
分

担
し
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
テ
レ
ビ
を
ご
覧
に
な
る
方
に
は
、
一
般

世
帯
の
場
合
、
月
々
３
千
円
の
利
用
料
の
ご
負
担
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管

理
組
合
に
組
合
員
と
し
て
加
入
し
た
上
で
、
テ
レ
ビ

放
送
を
ご
覧
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

【
受
付
場
所
】 

○
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
（
村
役
場
第
２
庁
舎
） 

 

○
村
役
場
母
島
支
所 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

２
―
３
５
１
０ 

      

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（父
島
） 

 
 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。
６
歳

未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
か
月
、
９
か
月
、 
１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日 

時
】
４
月
８
日
（木
）
午
後
２
時
～
４
時 

【
場 

所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課 

 
 

２
―
３
９
３
９ 

母
島
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

  

母
島
の
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
４
月
か
ら
従
来

の
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
毎
週
月
曜
日
に
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
第
４
金
曜
日
に
は
、
食
事
の
提
供
も
開
始

し
ま
す
。（
利
用
料
は
無
料
） 

従
来
の
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
含
め
、
ご
利
用
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
母
島
支
所
庶
務
係
で
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課 

 
 

２
―
３
９
３
９ 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 
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小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)

の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
の
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
パ
ー
ト
11

 

「
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
同
士
の
助
け
合
い
」 

 

マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
は
、
シ
ャ
チ
、
コ
ビ
レ
ゴ
ン
ド

ウ
、
オ
キ
ゴ
ン
ド
ウ
な
ど
の
外
敵
に
襲
撃
さ
れ
た
と

き
、
集
団
で
防
衛
行
動
を
と
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
が
い
る
群
で
は
、
子
ク
ジ
ラ
を
群
の

内
側
に
し
て
防
衛
態
勢
を
と
り
ま
す
。 

バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
、
シ
マ
ウ
マ
、
ゾ
ウ
な
ど
の
草
食

獣
は
、
オ
オ
カ
ミ
な
ど
の
襲
撃
に
対
し
て
、
最
終
的

に
対
抗
す
る
場
合
に
陣
形
を
組
む
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
場
合
も
こ
の
陣
形
を
と
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

ゾ
ウ
の
場
合
は
、
武
器
と
な
る
牙
を
外
に
向
け
て

陣
形
態
勢
を
と
り
ま
す
が
、
ク
ジ
ラ
の
場
合
は
、
尾

を
外
に
向
け
て
そ
れ
を
ば
た
つ
か
せ
て
天
敵
を
撃
退

し
よ
う
と
し
ま
す
。 

ま
た
、
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
は
、
メ
ス
を
助
け
る
た

め
の
行
動
も
と
り
ま
す
。「
出
産
時
、母
親
は
し
ば
し

ば
頭
を
海
面
上
に
垂
直
に
だ
し
て
い
る
。
ほ
か
の
メ

ス
た
ち
が
ま
わ
り
に
集
ま
っ
て
、
支
え
て
い
る
。」 

と
い
う
記
録
が
あ
る
ほ
ど
で
す
。
ま
た
、
助
産
役
の

マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
た
ち
が
、「妊
娠
中
の
メ
ス
の
ま
わ

り
を
守
る
よ
う
に
し
っ
か
り
と
輪
を
作
り
、
や
が
て

子
ど
も
が
産
ま
れ
る
と
海
面
で
呼
吸
で
き
る
よ
う
に

交
代
で
押
し
あ
げ
る
」と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。 

ク
ジ
ラ
狩
り
の
漁
師
は
、
そ
の
習
性
を
利
用
し
て
、

傷
つ
い
た
仲
間
を
助
け
よ
う
と
そ
の
場
に
留
ま
っ
て

い
る
ク
ジ
ラ
た
ち
を
１
頭
ず
つ
捕
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。 

※
連
載
の
内
容
は
、
16
名
の
Ｏ
Ｗ
Ａ
認
定
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
が
作
成
し

た
「
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
ガ
イ
ド

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
基
に
構
成
し
て
い
ま
す
。 

◎
村
民
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

  

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会
で
は
加
盟

船
の
皆
様
の
御
協
力
に
よ
り
、
今
年
も
村
民
を
対
象

と
し
た
無
料
村
民
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施

し
ま
す
。
こ
の
企
画
は
村
民
の
皆
様
に
ク
ジ
ラ
に
よ

り
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】 

４
月
18
日
（日
）
午
後
３
時
30
分
～
５
時
頃 

【
対
象
】
村
民 

【
定
員
】
約
１
０
０
人 

【
費
用
】
５
０
０
円
（
保
険
代
） 

【
申
込
期
間
】
４
月
11
日
（日
）、
12
日
（月
） 

午
前
９
時
～
午
後
６
時 

※
こ
の
２
日
間
は
、
昼
休
み
も
受
け
付
け
し
て
い

ま
す
。 

【
申
込
先
】
Ｏ
Ｗ
Ａ
事
務
所
（
Ｂ
‐
し
っ
ぷ
１
階
） 

【
そ
の
他
】 

○
直
接
事
務
所
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。） 

○
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
、
代
表
者
の
み
の
申
し
込

み
で
も
構
い
ま
せ
ん
。 

 

◎
第
27
回
Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・ 

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
勉
強
会 

 

新
し
い
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー
を 

開
発
し
よ
う
！
パ
ー
ト
２ 

「夜
の
船
上
ク
ジ
ラ
ツ
ア
ー
を
試
行
し
て
み
よ
う
！
」 

 
【
日
時
】
４
月
中
旬 
今
回
は
、
原
則
Ｏ
Ｗ
Ａ
認
定
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
の
み
の
募
集
と
な

り
ま
す
が
、
特
に
興
味
の
あ
る
方
は
Ｏ
Ｗ
Ａ
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 
２
―
３
２
１
５ 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

推
進
委
員
会
の
コ
ー
ナ
ー 

 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
す
す
め
パ
ー
ト
34 

「
離
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
報
告
書 

パ
ー
ト
２ 

― 

観
光
地
施
設
の
整
備 

― 

」 

 

今
回
は
前
回
に
引
き
続
き
、
国
土
交
通
省
離
島
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
の
各
事
業
の
提
言
を
ご
紹
介

し
ま
す
。 

観
光
地
施
設
の
整
備
で
は
次
の
４
つ
が
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

①
大
型
海
水
風
呂 

大
村
海
岸
、
扇
浦
、
母
島
前
浜
に
仮
設
の
大
型

海
水
風
呂
を
設
置
す
る
。 

②
戦
跡
展
示
館 

戦
跡
遺
留
品
を
収
集
し
て
仮
設
展
示
す
る
。 

③
交
流
広
場 

既
存
の
施
設
を
使
っ
て
有
効
活
用
を
検
討
す
る
。 

④
小
笠
原
観
光
自
然
科
学
研
究
所
施
設 

既
存
の
施
設
を
借
用
し
て
活
動
拠
点
に
す
る
と

共
に
、
既
存
研
究
機
関
の
成
果
を
公
表
す
る
。 

 

Ｔ
Ｓ
Ｌ
就
航
ま
で
に
は
も
う
時
間
が
な
い
の
で
、

各
施
設
の
建
設
は
間
に
合
い
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 

そ
の
た
め
報
告
書
で
は
、
仮
設
的
施
設
で
も
い
い

の
で
事
業
を
始
め
る
必
要
が
あ
る
と
提
言
し
て
い
ま

す
。 

※
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

持
続
的
な
地
域
の
自
然
文
化

の
保
護
と
そ
の
観
光
利
用
の
両
立
を
図
っ
て
地
域

振
興
す
る
と
い
う
考
え
方
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
委
員
会
事
務
局 

（小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会
内
） 

 

２
―
３
２
１
５ 

   

平成１６年度 小笠原村定期予防接種年間予定表 
 4月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 ３月 

個
別
接
種 

三 種 混 合 

風 疹・麻 疹 

日 本 脳 炎 

１(木) ６(木) ３(木) １(木) ５(木) ２(木) ７(木) ４(木) ２(木) ６(木) ３(木) ３(木)

ポ リ オ      ２(木)      ３木) 

ツベルクリン反応   １(火)    ５(火)    １(火)  

集
団
接
種 Ｂ Ｃ Ｇ   ３(木)    ７(木)    ３(木)  

  

 受 付 時 間 接種場所 
個別接種 午後３時３０分～4時 

父 島 
集団接種 午後３時～３時３０分 

小笠原村 

診 療 所 

個別接種 
母 島 
集団接種 午後４時～４時３０分 母島診療所 

 

個別接種・集団接種に関わらず、すべての予防接種の個別通知はいた

しません。都合のよい日をお選びのうえ、直接お越しください。 

母子手帳・予診票は忘れずにお持ちください。 

●問合せ先 健康福祉課 ２－３９３９ 
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海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
34 

 
― 
ど
う
や
っ
て
歌
っ
て
い
る
の 

― 
 
 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
シ
ー
ズ
ン
も
中
盤
を
過
ぎ
ま
し

た
が
、
オ
ス
た
ち
は
ま
だ
ま
だ
頑
張
っ
て
歌
を
う
た

っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
ど
の
よ

う
に
し
て
歌
を
う
た
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に

触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

私
た
ち
が
声
を
出
す
時
、
肺
か
ら
空
気
を
送
り
出

し
て
喉
頭

こ
う
と
う

（ノ
ド
ボ
ト
ケ
の
部
分
）に
あ
る
声
帯
が
震

え
て
ブ
ー
ブ
ー
と
い
っ
た
音
と
な
り
、
さ
ら
に
舌
、

口
、
唇
の
か
た
ち
を
変
え
て
「ア
」や
「イ
」な
ど
変
化

に
富
ん
だ
声
を
出
し
て
い
ま
す
。 

一
方
、
歌
を
う
た
う
事
で
知
ら
れ
る
ザ
ト
ウ
ク
ジ

ラ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
音
を
出
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
ず
は
、
喉
頭
の
か
た
ち
を
陸
上
哺
乳
類
と

ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
、
ハ
ク
ジ
ラ
で
比
較
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を
含
め
る
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
の
喉
頭
の

形
は
陸
上
哺
乳
類
の
そ
れ
と
似
て
い
ま
す
。（
図
参

照
）
し
か
し
、
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
に
は
陸
上
哺
乳
類
に
は

見
ら
れ
な
い
「
気
の
う
」
と
い
う
空
気
が
た
ま
る
袋

が
存
在
し
て
い
ま
す
。 

一
方
、
ハ
ク
ジ
ラ
の
喉
頭
は
陸
上
哺
乳
類
や
ヒ
ゲ

ク
ジ
ラ
の
も
の
と
は
異
な
り
ま
す
。
ハ
ク
ジ
ラ
の
喉

頭
は
２
つ
の
軟
骨(

披
裂

ひ

れ

つ

軟
骨

な
ん
こ
つ

と
喉
頭
蓋

こ
う
と
う
が
い)

が
延
び
て

鼻
腔
に
入
り
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て

食
道
と
気
管
が
独
立
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
餌
を

食
べ
な
が
ら
で
も
呼
吸
を
し
、
音
を
発
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
は
水
面
に
出
た
時
に
空
気
を
肺
に

吸
い
込
み
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
空
気
を
吐
き
出
す
こ

と
な
く
再
利
用
し
て
音
を
発
し
て
い
ま
す
。
で
は
一

体
ど
こ
が
音
源
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

現
在
の
と
こ
ろ
以
下
の
３
つ
の
仮
説
が
あ
り
ま
す

が
完
全
に
わ
か
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
せ
ん
。 

①
喉
頭
の
一
部
の
軟
骨
で
あ
る
披
裂
軟
骨
が
振
動
し

て
音
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
説 

②
人
間
の
声
帯
の
よ
う
な
膜
が
あ
り
、
そ
れ
が
音
源

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
説 

③
鼻
腔
と
気
嚢
の
間
で
空
気
が
行
き
来
す
る
こ
と
が

音
源
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
説 

の
３
つ
で
す
。 

そ
の
中
で
も
②
の
説
が
多
く
の
研
究
者
た
ち
に
支 

持
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
音
源
か
ら
出
た
音
を

空
気
の
袋
「気
の
う
」を
使
用
し
て
音
を
増
幅
さ
せ
、

い
ろ
い
ろ
な
音
色
に
変
え
て
外
に
音
を
出
し
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
い
ろ
い
ろ

な
音
を
出
し
て
歌
を
う
た
え
る
の
は
、
こ
の
「気
の

う
」の
お
か
げ
な
の
で
す
。 

こ
の
喉
頭
か
ら
延
び
た
「気
の
う
」は
タ
マ
ち
ゃ
ん

で
有
名
な
ア
ゴ
ヒ
ゲ
ア
ザ
ラ
シ
を
含
む
ア
ザ
ラ
シ
の

一
部
に
も
見
ら
れ
ま
す
。
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ろ
い
ろ
な
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の
よ
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な
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発
す
る

事
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
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「気
の
う
」を
持
っ
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い
る
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と
が
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な
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す
る
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の
で
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う
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図 陸上哺乳類と海生哺乳類の喉頭の構造 

Hearing by Whaes and Dolphins P.453 Fig.10.19 より改変 
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定期予防接種（三種混合・麻疹・風疹・日本脳炎） 高校図書館開放

出港日

村民ホエールウォッチング

入港日 母島巡回労働相談

クジラの陸上観察会（9,15,22,29）

小笠原村農業委員会委員選挙

選挙期日告示日・立候補届出受付

高校図書館開放

出港日

春の全国交通安全運動（～15） 入港日

生活排水処理基本計画説明会（母島）

村立学校入学式

小笠原高校入学式

乳幼児健診・歯科健診（父島） 小笠原村農業委員会委員選挙繰上投票日（母島）

小笠原交通安全協会

30周年記念式典・パレード

入港日 高校図書館開放

ナイトレクチャー 出港日

「クジラはなぜ跳ぶのか？」（23,30） 小笠原村農業委員会委員選挙投票日（父島）

高校図書館開放 生活排水処理基本計画説明会（父島）

村民ホエールウォッチング申込期間（～12） 地域振興に係る補助事業募集締切

飼い犬登録・狂犬病予防注射（父島）

出港日 飼い犬登録・狂犬病予防注射（母島）

村民意見・提案・相談受付窓口開設

高校図書館開放

高校図書館開放

苗木の配布

入港日

東京三弁護士会法律相談（母島） 小笠原ガイドマップ用写真受付締切

外来植物除去ボランティア申込締切

小笠原住宅空き家入居者募集（～28） 母島静沢地区遊歩道の名称募集締切

東京三弁護士会法律相談（父島） 平成16年度固定資産税第1期納期限

12 月

10 土

30 金

25 日

28 水

29 木

27 火

11 日

24

金

8 木

26 月

土

7 水
23

9 金

22 木

13 火

16 金

15 木

14 水

日付曜日

1 木

3 土

2 金

4 日

6 火

5 月

19 月

行　事　予　定 行　事　予　定日付曜日

日18

17 土

20 火

21 水

みどりの日入・出港日


